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修士論文 2009年度（平成21年度） 

 

青少年とインターネット上の有害情報対策 

～民間ラウンドテーブルによる横断的取組みの検証～ 

論文要旨 

 近年、世界各国でインターネット・携帯電話がきっかけとなって生ずる違法有害情報

問題に対して、国家レベルでの政策や民間の取組みが行われている。 日本でも２００

９年４月１日より「青尐年インターネット利用環境整備法」が施行され、それに伴い関

係諸団体および関係企業により実質的な取組みが始められている。 

本研究では青尐年とインターネット上の有害情報対策において、民間の自主的取組み

を推進させるための民間ラウンドテーブル（協議会）の設立とその取組みについて論ず

る。また、協議会事業における具体的取組み事案として、ポータルサイトを活用した有

害情報対策という観点から、これまでの取組みの現状と今後の課題について述べる。 

 

キーワード 

 インターネット社会、違法有害情報、青尐年、法制度、青尐年インターネット利用環境整備法 
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Abstract of Master’s Thesis Academic Year 2010 

 

The youth and countermeasures against 

harmful information on the Internet 

 -Verification of cross-sectoral approach – 

 

Summary 

In the recent years, governments and private sector in the world have been taking actions against 

illegal and harmful information problems caused by use of the Internet and cellar phones. 

Also in Japan, "The Act on Secure and Safe Internet Use Environment for the Youth" was enforced 

on April 1st., 2009. 

This thesis argues how to deal with this situation mainly by the approach of private sector. 

This thesis contributes to solve social problems by proposing establishing guidelines and 

developing portal site on the issue of the current Internet environment. 
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